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私
は
昭
和
二
三
年
生
ま
れ
の
団
塊
の
世
代
に
属
し
ま
す
。
昭
和
三
〇
年
代

の
少
年
時
代
は
京
都
の
町
で
、
昭
和
四
〇
年
代
の
大
学
生
･
院
生
時
代
は
人

口
密
度
の
高
い
東
京
新
宿
区
で
、
昭
和
五
〇
年
代
は
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
町
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成

一
〇
年
代
に
入
っ
て

脱
東
京
を
決
意
し
、
現
在
は
標
高
一
、
0
0
0
メ
ー
ト
ル
の
軽
井
沢
の
別
荘
地

に
居
住
し
て
い
ま
す
。
そ
の
都
度
、
道
へ
の
問
題
意
識
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

少
年
時
代
に
自
転
車
を
買
っ
て
も
ら
っ
た
と
き
の
喜
び
は
今
も
鮮
や
か
で

す
。
ミ
ヤ
タ
の
自
転
車
、
と
い
え
ば
同
世
代
の
人
に
は
な
じ
み
の
あ
る
名
で

し
ょ
う
。
自
転
車
は
当
時
の
少
年
に
と
っ
て
は
最
高
の
贅
沢
品
で
し
た
。
道

路
行
政
に
明
る
い
横
島
庄
治
氏
が

『サ
イ
ク
ル
パ
ワ
ー
』
(ぎ
ょ
う
せ
い
)

と
い
う
自
転
車
の
本
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。横
島
氏
は
私
よ
り
年
長
で
す
が
、

ほ
ぼ
同
世
代
で
、
行
間
に
に
じ
み
出
て
い
る
自
転
車
へ
の
愛
着
に
は
強
い
共

感
を
覚
え
ま
す
。
そ
れ
は
横
島
氏
に
も
私
に
も
自
転
車
が
い
か
に
快
適
な
移

動
手
段
で
あ
っ
た
か
の
記
憶
が
あ
る
か
ら
で
す
。
安
全
で
、
公
害
が
な
く
、

健
康
的
で
す
か
ら
、
上
手
に
生
か
す
工
夫
は
あ
る
は
ず
で
す
。
｢良
き
町
づ

く
り
は
自
転
車
の
活
用
に
あ
る
｣
と
い
う
横
島
氏
の
主
張
に
賛
成
で
す
。

現
在
、
日
本
に
は
自
転
車
の
数
が
七
、
0
0
0
万
台
も
あ
る
由
、
わ
が
国

の
自
動
車
数
に
匹
敵
し
ま
す
。道
路
建
設
が
自
動
車
の
急
増
に
追
い
つ
か
ず
、

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

川
勝

平
大

日
本
の
高
速
道
路
の
延
長
距
離
数
が
、
後
続
の
中
国
に
も
抜
か
れ
て
い
る
お

粗
末
な
状
態
で
、
大
都
会
の
環
状
道
路
へ
の
ニ
ー
ズ
と
相
ま
っ
て
、
自
動
車

道
路
の
整
備
促
進
へ
の
要
望
は
、
津
々
浦
々
に
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
自
動
車
道
路
だ
け
で
な
く
、
膨
大
な
数
の
自
転
車
の
専
用
道
路
に
も
目

を
向
け
る
べ
き
で
す
。
自
動
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
、
バ
イ
ク
以
上
に
、

車
道
を
走
る
自
転
車
は
き
わ
め
て
危
険
な
存
在
で
す
か
ら
、
自
転
車
は
つ
い

に
車
道
か
ら
締
め
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
い
ま
や
自
転
車
は
歩
道
に

入
り
込
み
、
歩
行
者
と
の
衝
突
事
故
が
絶
え
ま
せ
ん
。
昭
和
三
〇
年
代
、
自

転
車
で
歩
道
を
走
る
の
が
危
険
な
こ
と
は
、だ
れ
に
い
わ
れ
る
ま
で
も
な
く
、

子
供
で
も
知
っ
て
い
ま
し
た
。
自
転
車
が
歩
道
に
入
る
な
ど
論
外
で
す
。
歩

道
を
色
分
け
し
た
程
度
で
済
ま
せ
て
い
る
の
は
弥
縫
策
で
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
国
民
の
ほ
と
ん
ど
が
自
転
車
に
乗
れ
る
の
に
、
自
転
車
道
路
も
自
転
車

置
場
も
未
整
備
な
の
は
嘆
か
れ
ま
す
。

学
生
時
代
を
過
ご
し
た
昭
和
四
〇
年
代
の
東
京
は
、
夏
は
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
が
発
生
す
る
公
害
の
町
で
し
た
。
私
は
強
い
ア
ン
チ
自
動
車
派
に
な
り
、

排
気
ガ
ス
を
ま
き
散
ら
す
自
動
車
を
所
有
し
な
い
と
思
い
つ
め
て
い
ま
し

た
。
も
と
よ
り
、
東
京
の
公
共
交
通
機
関
が
鉄
道
、
地
下
鉄
、
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
の
ど
れ
も
が
発
達
し
て
お
り
、
自
家
用
車
は
い
ら
な
い
と
い
う
事
情
も
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あ
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
感
覚
で
イ
ギ
リ
ス
に
遊
学
し
、
六
年
余
り
過
ご
し
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
の
大
学
町
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
町
の
中

は
自
動
車
規
制
が
行
わ
れ
、
教
授
も
学
生
も
移
動
の
主
な
手
段
は
自
転
車
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
自
転
車
は
、
歩
道
走
行
は
許
さ
れ
ず
、
す
べ
か
ら
く
車
道

を
走
り
ま
す
。
内
外
の
学
者

･
学
生
が
集
う
学
生
町
な
の
で
交
流
人
口
が
多

く
、
中
古
の
自
転
車
が
活
用
さ
れ
、
新
品
の
自
転
車
を
乗
っ
て
い
る
人
は
ほ

と
ん
ど
み
か
け
ま
せ
ん
。
自
転
車
の
あ
る
町
の
風
景
が
絵
葉
書
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
私
が
指
導
を
仰
い
だ
先
生
は
ピ
ー
タ
ー
-
マ
サ
イ
ア
ス
教
授
と
い

う
方
で
、
後
に
浩
宮
皇
太
子
殿
下
の
指
導
教
授
に
な
っ
た
立
派
な
学
者
で
し

た
が
、
教
授
は
も
っ
ぱ
ら
、
失
礼
な
が
ら
、
ま
こ
と
に
お
ん
ぼ
ろ
の
自
転
車

を
愛
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
奥
様
は
大
学
病
院
の
看
護
婦
長
を
つ
と
め

た
優
れ
た
女
性
で
す
。
あ
る
時
の
食
事
の
席
で
、
私
は
自
動
車
反
対
の
自
論

を
述
べ
ま
し
た
。
す
る
と
、
夫
人
は
静
か
に
こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。
｢平
太
、

も
し
あ
な
た
の
年
老
い
た
両
親
な
り
、
身
近
な
者
が
、
急
病
に
か
か
っ
た
と

き
、
い
ち
い
ち
救
急
車
を
呼
ぶ
の
。
車
で
移
動
中
に
あ
な
た
を
乗
せ
て
い
る

友
人
が
急
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
い
ち
い
ち
タ
ク
シ
ー
を
待
つ
の
｣

ー
そ
う
問
わ
れ
て
、
返
答
に
窮
し
て
い
る
と
、
彼
女
は
続
け
ま
し
た
。
｢公

害
反
対
の
た
め
に
自
動
車
を
持
た
な
い
と
い
う
の
は
一
つ
の
見
識
で
す
。
し

か
し
、
自
動
車
の
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
の
は
社
会
的
義
務

(:
oぶ
-

号
3
で
す
｣。

私
は
夫
人
の
見
識
に
脱
帽
し
、
免
許
を
取
る
決
意
を
し
ま
し
た
。

帰
国
し
て
、
そ
れ
ま
で
便
利
に
思
っ
て
い
た
公
共
交
通
機
関
の
通
勤
ラ
ッ

シ
ュ
に
毎
日
も
ま
れ
て
い
る
う
ち
に
、心
身
と
も
に
こ
た
え
る
年
齢
に
な
り
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
の
歩
く
か
自
転
車
か
の
生
活
が
懐
か
し
く
、
せ
め
て

生
活
の
場
だ
け
で
も
と
い
う
思
い
か
ら
、
家
の
者
の
同
意
を
と
り
つ
け
て
、

軽
井
沢
の
山
中
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
田
舎
で
は
、
公
共
交
通
機
関
が
不
十

分
な
た
め
、
自
家
用
車
が
不
可
欠
の
移
動
手
段
で
す
。
自
動
車
学
校
に
通
い
、

実
技
の
面
白
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
教
室
で
教
わ
る
交
通
ル
ー
ル
の
重
要

さ
に
目
を
開
か
れ
、
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。
自
動
車
教
習
は
中
学
･
高
校

で
の
必
須
科
目
に
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
意
見
を
今
で
は
持
つ
に
い
た
っ

て
い
ま
す
。

軽
井
沢
は
明
治
時
代
に
開
か
れ
た
別
荘
地
で
す
が
、
か
つ
て
の
高
原
が
森

に
な
っ
て
い
ま
す
。
垣
根
に
一
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
植
え
込
ま
れ
た
モ
ミ
の
樹

が
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
木
に
成
長
し
て
欝
然
と
し
て
い
ま
す
。
モ
ミ
は

大
木
に
な
れ
ば
枝
が
三
メ
ー
ト
ル
を
優
に
超
し
ま
す
。
幼
木
の
と
き
は
垣
根

の
用
に
な
り
ま
し
ょ
う
が
、
枝
打
ち
も
間
伐
も
し
な
い
で
放
置
し
、
い
ま
や

道
路
に
枝
が
は
み
出
し
、
別
荘
地
の
害
木
で
す
。
自
動
車
の
無
い
時
代
に
開

か
れ
た
町
で
す
か
ら
、
歩
道
、
車
道
、
自
転
車
道
の
区
別
が
な
く
、
年
間
七

〇
〇
万
も
の
訪
問
者
の
車
で
毎
夏
大
混
雑
し
て
い
ま
す
。

東
大
教
授
か
ら
総
務
審
議
官
に
転
身
さ
れ
た
月
尾
嘉
男
氏
と
歓
談
し
た
折

り
、
町
の
道
は

｢道
路
｣
と
呼
ば
ず
、
｢街
路
｣
と
呼
ぶ
べ
し
、
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
街
路
に
は
街
路
樹
が
よ
く
似
合
い
ま
す
。
街
路
樹
は
お
の
ず
か
ら

歩
道
と
車
道

(自
転
車
)
道
を
分
け
ま
す
。
街
路
に
は
街
灯
が
似
合
い
ま
す
。

街
灯
は
夜
の
安
全
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
醸
し
、

町
の
オ
シ
ャ
レ
に
も
な
り
ま
す
。
英
国
で
は
春
に
な
る
と
街
灯
に
花
を
飾
っ

て
い
ま
し
た
。
月
尾
氏
の
提
言
に
は
感
じ
入
り
ま
し
た
。

道
は
人
の
生
き
る
道
で
も
あ
り
ま
す
。
人
が
安
全
で
安
心
し
て
生
き
る
た

め
に
、
日
本
の
良
き
道
づ
く
り
へ
の
思
い
を
か
つ
て
な
く
深
め
て
い
る
昨
今

で
す
。
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廳

日
本
道
路
公
団
保
全
交
通
部
交
通
管
理
課

一

落
下
物
の
現
状

J
H
日
本
道
路
公
団
が
管
理
し
て
い
る
高
速
道
路
に
お

け
る
路
上
落
下
物
の
排
除
件
数
は
、
平
成
元
年
以
降
年
々

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
一
一
年
よ
り
増
加
に

転
じ
て
お
り
、
落
下
物
に
起
因
す
る
事
故

･
苦
情
は
後
を

絶
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

(図
-
参
韶
霧

特
に
、
落
下
物
に
起
因
す
る
事
故
は
重
交
通
路
線
に
お

い
て
は
大
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
今
年

(平
成
一
四
年
)
二
月
二
八
日
に
関
越
道

(鶴

ヶ
島
~
東
松
山
)
で
起
き
た
事
故
で
は
、
本
線
上
に
落
ち

て
い
た

｢脚
立
｣
が
原
因
と
見
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
事
故

で
、
七
台
の
車
両
が
巻
き
込
ま
れ
、
一
名
が
死
亡
、
二
名

が
重
傷
、
六
名
が
軽
傷
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

二

落
下
物
の
種
類

平
成
一
〇
年
~
平
成
三
一年
の
交
通
管
理
隊
に
よ
る
路

上
落
下
物
排
除
件
数
の
ワ
ー
ス
ト
三
は
、表
1
の
と
お
り
。

第
一
位
が
毛
布
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
等
の
布
類
、
第
二
位

が
タ
イ
ヤ

(バ
ー
ス
ト
片
を
含
む
)
等
の
自
動
車
部
品
、

第
三
位
が
角
材
や
ベ
ニ
ヤ
板
等
の
木
材
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
全
体
的
に
落
下
物
は
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
落
下
物
も
お
客
様
が
ち
ょ
っ
と

し
た
注
意
を
払
え
ば
防
げ
る
よ
う
な
、
初
歩
的
･基
本
的
な

処
置
に
よ
っ
て
落
下
を
回
避
で
き
る
も
の
が
大
半
で
す
。

三

落
下
物
に
よ
る
事
故
防
止
対
策

J
H
で
は
、
各
支
社
･
管
理
局
単
位
に
交
通
管
制
室
を

設
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
道
路
上
の
交
通
障
害
事
象

0

0

0

0

0

0
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が
発
生
し
た
場
合
の
関
係
機
関
に
対
す
る
情
報
伝
達
者
と

が
最
も
有
効
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、′料
金
所
入

隊
に
よ
る
積
荷
是
正
指
示
等
と
併
せ
て
、
J
H
で
は
様
々

し
て
の
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
現
場
に
お
け
る
関
係
機

口
若
し
く
は
本
線
料
金
所
に
お
い
て
、
車
眼
隊
が
警
察
等

な
手
段
に
よ
っ
て
、
落
下
物
を
生
じ
さ
せ
る
恐
れ
の
あ
る

関
相
互
の
連
携
を
担
う
た
め
の
中
枢
組
織
と
し
て
、
二
四

関
係
機
関
と
協
力
し
、
過
積
載
車
両
や
車
両
制
限
令
違
反

車
両
を
水
際
で
阻
止
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
o

時
間
三
六
五
日
不
眠
不
休
で
機
能
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

車
両
を
日
夜
徹
底
的
に
取
り
締
ま
っ
て
い
ま
す
。

り
、
そ
の
交
通
管
制
室
を
中
心
と
し
た
体
制
下
で
、
以
下

車
眼
隊
は
、
大
型
車
両
の
交
通
量
の
多
い
路
線
を
中
心

数

の
対
策
を
鋭
意
実
施
し
て
い
ま
す
o

と
し
て
、
全
国
に
一
七
箇
所
設
置
し
て
お
り
･
取
締
り
は

酷
況

寡
169

154

135

における取締り状況

鰕
数綱
㈲
取 数篇取

平成12年 靱 @

平成11年 獺 154

平成10年 緋 135

大
型
車
の
通
行
の
多
い
平
日
を
主
と
し
て
、
夜
間
の
取
締

り
も
実
施
し
て
い
ま
す

(表
2
参
照
)。

1

落
下
物
へ
の
迅
速
な
対
応

り
も
実
施
し
て
い
ま
す

(表
2
参
照
)。

J
H
で
は
、落
下
物
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

取
締
り
時
に
は
、
積
載
不
適
当
車
両
へ
の
積
荷
是
正
の

定
期
的
に
交
通
管
理
巡
回
や
道
路
清
掃
を
実
施
し
て
、
落

指
導
、
整
備
不
良
車
両
へ
の
適
正
な
整
備
の
指
導
も
合
わ

下
物
等
の
速
や
か
な
排
除
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

せ
て
行
う
な
ど
、
料
金
収
受
員
に
よ
る
指
導
や
交
通
管
理

ま
た
、
非
常
電
話
･
休
憩
施
設

(売
店
･
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
等
)
･
料
金
所
等
を
介
し
、
お
客
様
か
ら
の
落
下
物

発
見
の
通
報
が
あ
っ
た
場
合
振

て
も
･
交
通
管
理
巡

騨
珊
斗

、

▲

、

＼匙

回
車
の
緊
急
出
動
に
よ
り
迅
速
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
情
報
板
等
の
各
種
情
報
提
供
機
器
に
よ
り
、
お
客
様

に
対
し
て
落
下
物
情
報
の
提
供
を
速
や
か
に
実
施
し
、
本

線
走
行
時
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

2

車
両
制
限
令
違
反
車
両
取
締
隊

(以
下

｢車
眼
隊
｣

と
い
う
。)
に
よ
る
指
導
･
取
締
り

J
H
で
は
、
落
下
物
等
を
発
生
さ
せ
る
恐
れ
の
あ
る
車

両
を
水
際
で
防
止
し
、
ひ
い
て
は
違
反
そ
の
も
の
を
削
減

さ
せ
る
た
め
に
は
、
過
積
載
車
両
や
車
両
制
限
令
違
反
車

両
等
に
対
す
る
直
接
的
な
指
導

･
取
締
り
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
落
下
物
等
の
発
生
を
物
理
的
に
抑
止
す
る
方
法

②

車眼隊による取締り風景

路道るす　　H-J　　表
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3

落
下
物
防
止
に
向
け
た
啓
発
活
動

J
H
で
は
、
従
来
か
ら
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
小
冊
子

等
を
作
成
し
て
、
車
限
隊
に
よ
る
指
導

･
取
締
り
時
や
交

通
安
全
運
動
期
間
中
に
、
落
下
物
防
止
や
車
両
制
限
令
等

の
関
係
法
令
遵
守
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。休

憩
施
設
内
で
の
チ
ラ
シ
配
布
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
は
勿

論
の
こ
と
、
警
察
機
関
･
免
許
セ
ン
タ
ー
や
、
ト
ラ
ッ
ク

協
会
等
運
送
関
係
団
体
へ
も
送
付
し
、
配
布
や
掲
示
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
休
憩
施
設
内
に

｢ト
イ
レ
ボ
ー
ド
｣
を
掲
示
す
る
な
ど
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
お
客
様
の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。
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①

③

②

④

積荷是正措置風景

トイレボード{こよる広報
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啓
発
活
動
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
｢積
荷
は
大
丈
夫

で
す
か
?

ち
ょ
っ
と
し
た
積
荷
の
チ
ェ
ッ
ク
で
落
下
物

は
予
防
で
き
ま
す
｣
｢積
荷
の
落
下
に
よ
り
他
の
お
客
様

に
対
し
損
害
を
与
え
た
場
合
、
落
と
し
主
が
責
任
を
問
わ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
出
発
前
、
高
速
道
路
走
行
前
に

は
必
ず
積
荷
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
｣
な
ど
と
責
任
主
体

を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
各
々
が
身
近
な

問
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
常
に
心
掛
け
て
い

ま
す
。

ま
た
、
沿
線
地
域
の
実
情
や
、
落
下
物
事
故
の
傾
向
を

加
味
し
、
よ
り
具
体
的
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
啓
発
を

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
各
支
社
･
管
理
局
単
位
で

期
間
を
定
め
て
行
う

｢落
下
物
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
等

の
場
に
お
い
て
、
独
自
メ
ニ
ュ
ー
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

四

管
理
事
務
所
の
取
組
み

J
H
で
は
、
支
社

･
管
理
局
の
下
に
管
理
事
務
所
が
あ

り
、
現
場
の
第
一
線
で
様
々
な
落
下
物
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
重
交
通
量
路
線
を
複
数
抱
え
る
A
管
理
事

務
所
を
例
に
と
り
ま
し
ょ
う
o

こ
の
管
理
事
務
所
で
は
、
落
下
物
を
減
少
さ
せ
る
た
め

に
職
員
総
出
で
月
二
回
本
線
料
金
所
に
て
落
下
物
防
止
の

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
と
と
も
に
、
交
通
管
理
隊
に

お
い
て
も
巡
回
時
に
料
金
所
入
口
に
て
積
荷
の
点
検
是
正

落下物防止キャンペーン

6 道イテセ 2002.6



①②

等
の
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
一
二
年
に
は
警
察
を
は
じ
め
と
し
た
各
関
係
機
関

の
協
力
の
も
と
で
、
管
轄
路
線
の
中
央
分
離
帯
を
移
動
規

制
に
よ
り
人
海
戦
術
で
清
掃
し
た
と
こ
ろ
、
約
三
･
五
t

も
の
落
下
物
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
落
下
物
が

本
線
内
に
舞
い
込
む
危
険
性
を
考
え
れ
ば
ゾ
ッ
と
し
ま

す
。過

去
に
様
々
な
落
下
物
が
あ
り
ま
し
た
。
一
番
大
き
な

モ
ノ
で
は

｢プ
レ
ハ
ブ
住
宅
｣
、
高
価
な
モ
ノ
で
は

｢ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
の
指
輪
｣
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
す
が
に
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
の
指
輪
に
つ
い
て
は
無
事
落
と
し
主
が
見
つ

か
り
ま
し
た
が
、何
故
こ
れ
ら
が
本
線
上
に
落
ち
る
の
か
、

回収状況 (作業時)

③

不
思
議
な
限
り
で
す
。

落
下
物
に
起
因
す
る
特
異
な
事
故
事
例
と
し
て
は
、
平

成
三

年
一
〇
月
、
金
具

(長
さ
一
六
皿
)
約
四
〇
〇
本

が
走
行
車
線
、
追
越
車
線
上
約
三
皿
に
わ
た
り
散
乱
し
、

関
係
車
両
一
〇
台
が
パ
ン
ク
す
る
事
故
が
あ
り
、
そ
の
際

に
現
場
を
移
動
規
制
し
な
が
ら
金
具
を
回
収
し
ま
し
た
。

後
に
警
察
の
捜
査
に
よ
り
落
と
し
主
が
判
明
し
、
金
具
を

落
下
さ
せ
た
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
が
道
路
交
通
法
違
反

(高

速
道
路
運
転
者
の
遵
守
事
項
違
反
)
容
疑
で
書
類
送
検
さ

れ
ま
し
た
。

五

結
…び

高
速
道
路
は
、
基
本
的
な
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
快
適
で
安
全
な
走
行
が
確
保
で
き
ま
す
。

①

安
全
速
度
を
守
る

②

十
分
な
車
間
距
離
を
と
る

③

割
り
込
み
を
し
な
い

④

わ
き
見
運
転
を
し
な
い

⑤

路
肩
走
行
を
し
な
い

こ
れ
ら
の

｢高
速
道
路
交
通
安
全
5
則
｣
を
基
本
原
則

と
し
て
、
す
べ
て
の
お
客
様
に
遵
守
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
く
所
存
で
す
。

特
に
、
落
下
物
に
起
因
す
る
事
故
は
大
事
故
に
至
る
危

険
性
を
秘
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
通
行
さ
れ
る
す
べ
て
の

お
客
様
に
安
全
か
つ
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
、

交
通
管
理
隊
に
よ
る
迅
速
な
落
下
物
の
排
除
に
努
め
て
い



く
と
と
も
に
、
取
締
り
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
機
会
を

通
じ
て
、落
下
物
の
危
険
性
を
啓
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
モ
ノ
が
落
ち
て
い
る
の
か
、
ど
う
し
て

落
ち
た
の
か
、
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
日
常
的
な
積
荷
の

是
正
等
、
基
本
的
な
モ
ラ
ル
の
向
上
に
も
併
せ
て
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
第
二
束
名
神
な
ど
で
採
用
さ
れ
る
高
規

格

･
大
断
面
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
落
下
物
処
理
の
方
法

等
、
新
た
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も

山
積
し
て
い
ま
す
。

落
下
物
の
処
理
自
体
は
交
通
管
理
隊
員
の
｢命
懸
け
の
｣

身
を
呈
し
た
処
理
作
業
に
す
べ
て
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

第
二
束
名
神
の
よ
う
な
近
未
来
的
な
高
速
道
路
に
お
い
て

も
、
高
速
道
路
の
安
全
性
を
確
保
し
、
お
客
様
に
快
適
で

安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
の
検
討
を
進

め
て
い
く
所
存
で
す
。

落下物の内容 (落下物置場より)
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首
都
高
速
道
路
公
団
企
画
調
整
室
環
境
対
策
担
当
調
査
役

一

は
じ
め
に

首
都
高
速
道
路
公
団

(以
下

｢公
団
｣
と
い
う
。)
は
、

都
市
内
交
通
の
円
滑
化
を
図
り
、
首
都
機
能
の
維
持
増
進

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
東
京
都
区
部
及
び
そ
の

周
辺
地
域
に
お
い
て
、
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る

自
動
車
専
用
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他

の
管
理
を
、
総
合
的
か
つ
効
率
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

首
都
高
速
道
路

(以
下

｢高
速
道
路
｣
と
い
う
。)
は
、

営
業
延
長
約
二
七
〇
踊
で
、
一
日
の
通
行
台
数
は
約
=

五
万
台
、
利
用
さ
れ
る
方
は
約
二
〇
〇
万
人
に
上
り
、
ま

た
、
東
京
二
三
区
内
の
日
用
品
の
約
六
割
、
農
産
物
の
約

四
割
、
ゴ
ミ
の
約
三
割
が
高
速
道
路
経
由
で
運
ば
れ
て
お

り
、
今
日
の
社
会
･
経
済
の
発
展
に
不
可
欠
な
交
通
基
盤

と
し
て
、
首
都
圏
の
大
動
脈
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
増
大
す
る
都
市
内
交
通
は
、
一
方
で
、

自
動
車
交
通
に
起
因
す
る
騒
音
、
振
動
、
排
出
ガ
ス
の
問

題
を
発
生
さ
せ
、
高
速
道
路
の
沿
道
住
民
の
方
か
ら
苦
情

が
多
数
寄
せ
ら
れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

環
境
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
地
方
自
治
体
や
交
通
管
理

者
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に
、
交
通
流
の
分

散

･
円
滑
化
を
図
り
、
ま
た
自
動
車
単
体
規
制
の
強
化
を

要
請
し
つ
つ
、
公
団
と
し
て
も
道
路
管
理
者
の
責
務
と
し

て
、
で
き
る
限
り
の
各
種
の
対
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

二

騒
音
対
策
の
内
容

高
速
道
路
の
自
動
車
交
通
に
起
因
す
る
騒
音
の
対
策
と

し
て
は
、
①
道
路
構
造
上
の
対
策
、
②
交
通
管
理
上
の
対

策
、
③
沿
道
対
策
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
①
道

路
構
造
上
の
対
策
で
は
、
遮
音
壁
の
設
置
、
裏
面
吸
音
板

の
設
置
、
伸
縮
継
手
改
修
と
ノ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
化
、
低
騒

音
舗
装
の
敷
設
や
路
面
補
修
、
環
境
施
設
帯
の
整
備
が
あ

り
、
②
交
通
管
理
上
の
対
策
で
は
、
速
度
違
反
車
両
や
重

量
違
反
車
両
の
取
締
り
、
③
沿
道
対
策
で
は
、
防
音
工
事

助
成
、
移
転
助
成
、
跡
地
買
取
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

①

道
路
構
造
上
の
対
策

1

遮
音
壁
の
設
置

遮
音
壁
は
、
高
欄

(側
壁
)
上
に
設
置
す
る
こ
と
で
、

沿
道
へ
の
自
動
車
騒
音
を
減
衰
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
都
市
内
で
遮
音
壁
を
新
設
ま
た
は
嵩
上
げ
す
る
場

合
、
沿
道
の
土
地
利
用
、
構
造
上
の
技
術
的
制
約
、
景

観
面
で
の
配
慮
な
ど
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
整
理
し
た

上
で
設
置
し
て
い
ま
す
。
遮
音
壁
は
、
ア
ル
ミ
製
の
前



面
多
孔
板
、
亜
鉛
引
鉄
板
の
背
面
遮
音
板
、
グ
ラ
ス
ウ

ー
ル
ま
た
は
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
を
耐
候
性
フ
ィ
ル
ム
で
包

ん
だ
吸
音
材
か
ら
構
成
さ
れ
、そ
の
構
造
･
型
式
別
に
、

遮
音
壁
、
透
光
型
遮
音
壁
、
円
筒
型
や
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
型
の

｢新
型
遮
音
壁
｣
(写
真
1
)
と
呼
ば
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
で
、
日
照
阻
害
が
懸
念
さ
れ

る
地
域
に
つ
い
て
は
、
地
元
要
望
が
ま
と
ま
っ
た
場
合

に
透
光
型
遮
音
壁
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

(写
真
2
)。
こ
の
遮
音
壁
に
つ
い
て
は
、
運
転
者
側
の

意
見

(｢周
囲
の
景
色
が
楽
し
め
、
走
行
地
点
が
確
認

で
き
る
の
で
良
い
。｣
｢壁
に
囲
ま
れ
た
閉
鎖
空
間
が
続

く
よ
り
、
心
理
的
に
気
楽
で
良
い
。｣
な
ど
)
か
ら
、

安
全
性
･
快
適
性
の
点
で
効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
反
面
、
一
方
で
は
、
｢太
陽
光
線
の
反
射
が
気

に
な
る
。｣
｢住
宅
室
内
が
の
ぞ
か
れ
る
。｣
と
い
っ
た

地
域
住
民
方
の
意
見
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
透
光
型
遮
音
壁
の
透
明
板
の
材
質
は
、

耐
衝
撃
性
や
耐
燃
焼
性
を
考
慮
し
て
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー

ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
透
明
板
の
特
徴
で
あ

る
透
過
性
を
損
な
わ
な
い
工
夫
と
し
て
、
親
水
性
の
高

い
物
質
を
板
表
面
に
塗
膜
し
、
降
雨
に
よ
っ
て
汚
れ
を

除
去
す
る

〃防
汚
機
能
"
を
付
加
し
た
性
能
の
も
の
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
七
年
七
月
、
｢国
道
四
三
号
訴
訟
｣
の

最
高
裁
判
決
を
重
く
受
け
止
め
た
国
は
、
関
係
五
省
庁

溌
言察
庁
、
環
境
庁
、
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
及
び
建

設
省
)
に
よ
る
、
｢道
路
交
通
騒
音
の
深
刻
な
地
域
に

お
け
る
対
策
の
実
施
方
針
｣
を
各
機
関
に
通
知
し
ま
し

た
。
公
団
は
こ
の
通
知
を
踏
ま
え
、
高
速
道
路
沿
道
の

環
境
改
善
を
図
る
た
め

｢騒
音
対
策
五
ヵ
年
計
画
｣
を

策
定
し
、
平
成
八
年
度
か
ら

｢緊
急
環
境
対
策
事
業
｣

を
展
開
し
、
関
係
部
署
か
ら
な
る

｢騒
音
対
策
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
｣
を
組
織
し
て
、
本
計
画
の
円
滑

な
推
進
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
前
記
の
新

型
遮
音
壁
を
、
沿
道
の
騒
音
が
騒
音
規
制
法
に
基
づ
く

要
請
限
度
を
超
過
し
て
い
る
住
居
系
地
域
か
ら
優
先
的

に
設
置
し
て
お
り
、
ま
た
、
す
で
に
遮
音
壁
が
設
置
さ

れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
壁
頂
部

(最
上
段
)
に

円
筒
型
ま
た
は
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
型
の
吸
音
装
置
を
取

り
付
け
る
方
法
に
よ
り
、
背
後
へ
の
音
の
回
り
込
み

(回
折
)
を
小
さ
く
し
、
騒
音
を
低
減
さ
せ
て
い
ま
す

(図
1
)。
従
来
の
遮
音
壁
と
一
体
的
に
機
能
す
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
吸
音
装
置
も

｢新
型
遮
音
壁
｣
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
遮
音
壁
背
面
以
下
の
範
囲
に
有
効
で
、

従
来
の
同
じ
高
さ
の
も
の
に
比
べ
、
平
均
一
~
二
沸
程

度
の
低
減
効
果
が
期
待
で
き
、
従
来
型
遮
音
壁
一
m
程

度
に
相
当
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
円
筒
型
は
ポ

ア
ル
消
音
円
筒
と
呼
ば
れ
、
ア
ル
ミ
繊
維
吸
音
材
を
ア

ル
ミ

･
エ
キ
ス
パ
ン
ド
メ
タ
ル
で
挟
ん
で
圧
縮
し
た
も

の
で
、
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
型
は
ノ
イ
ズ
リ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
呼
ば
れ
、
グ
ラ
ス
ウ
ー
ル
吸
音
材
を
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ

ー
ト
と
ア
ル
ミ
合
成
板
に
収
め
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま

z" 道イテセ 2002.6

写真 1 新型遮音壁 (5号池袋線)写真 2 透光型遮音壁 (7号小松川線)



す

(写
真
3
)。
い
ず
れ
も
、
建
設
省
建
設
技
術
評
価

制
度
で
そ
の
吸
音
性
能
が
評
価

(平
成
六
年
六
月
)
さ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
以
前
か
ら
、
公
団
で
は
遮
音

(防
音
)
性
能

を
有
す
る
装
置
を
試
験
的
に
導
入
し
、
効
果
検
証
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
干
渉
型
特
殊
防
音
壁

(カ

ー
ム
ゾ
ン
)
は
、
騒
音
源
か
ら
発
生
す
る
音
波
を
屈

折
･
干
渉
さ
せ
、
減
音
領
域
を
つ
く
る
と
い
う
干
渉
原

理
に
基
づ
く
も
の
で
、
横
浜
高
速
三
号
線

(高
速
神
奈

川
三
号
狩
場
線
)
で
試
験
施
工
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

動
物
の
角
を
連
想
さ
せ
る
ミ
ニ
ト
ナ
カ
イ
型
防
音
装
置

は
、大
き
さ
･
形
状
の
異
な
る
二
つ
の
空
間
を
構
成
し
、

多
重
国
析
と
干
渉
に
よ
り
回
析
音
を
低
減
さ
せ
る
装
置

で
、
金
属
部
と
樹
脂
部
か
ら
形
成
さ
れ
て
お
り
、
首
都

高
速
六
号
三
郷
線
で
試
験
的
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

2

裏
面
吸
音
板
の
設
置

高
速
道
路
が
高
架
構
造
の
区
間
に
お
い
て
、
高
架
下

に
街
路
が
併
設
さ
れ
て
い
る
場
合
や
高
架
道
路
が
二
層

構
造
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
高
架
橋
下
面
で
反
射
す
る

騒
音
を
低
減
さ
せ
る
目
的
で
、
高
架
下
に

｢裏
面
吸
音

板
｣
を
設
置
す
る
こ
と
が
有
効
な
方
法
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
騒
音
低
減
効
果
は
、
二
犯
程
度
期
待
で
き
ま
す
。

｢騒
音
対
策
五
ヵ
年
計
画
｣
で
は
、
要
請
限
度
を
超
過

し
て
い
る
住
居
系
地
域
を
対
象
に
施
工
区
間
を
定
め
、

施
工
し
て
お
り
ま
す
。
吸
音
板
の
形
状
は
、
平
板
型
な

い
し
は
ル
ー
バ
ー
型
を
基
本
と
し
、
景
観
上
の
観
点
や

図2 裏面吸音板の効果 裏面吸音板
(3号渋谷線)

経
済
性
を
考
慮
の
上
選
定
し
て
い
ま
す

(写
真
4
、
図

2
)。
吸
音
板
は
吊
構
造
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
車
両

通
行
に
伴
う
振
動
を
制
止
す
る
技
術
が
求
め
ら
れ
、
ま

た
、
吸
音
板
内
部
に
雨
水
や
鳩
が
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
、
化
粧
板
を
設
置
す
る
な
ど
の
工
夫
も
必
要
と
な

図 1 新型遮音壁の効果写真 3 ノイズリデコーサー

;首分テセ 20026 77

新型遮音壁設置

費の回り込み(回折)が小さい



り
ま
す
。

3

伸
縮
継
手
改
修
と
ノ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
化

交
通
量
の
増
大
や
通
行
車
両
の
大
型
化
に
伴
い
、
伸

縮
継
手

(ゴ
ム
ジ
ョ
イ
ン
ト
、
鋼
製
フ
ィ
ン
ガ
ー
ジ
ョ

イ
ン
ト
等
)
と
舗
装
と
の
間
に
段
差
が
生
じ
、
衝
撃
力

が
繰
り
返
し
加
わ
る
こ
と
で
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
が
損
傷

し
て
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
平
坦
性
が
損
な

わ
れ
た
道
路
で
は
、
走
行
車
両
の
騒
音

･
振
動
が
大
き

く
な
る
な
ど
沿
道
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
た
め
、
破
損
し

た
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
の
改
修
や
取
替
え
、
桁
と
桁
と
を

連
結
し
て
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
を
減
ら
す
〃
ノ
ー
ジ
ョ
イ

ン
ト
化
“
を
進
め
、
路
面
の
平
坦
性
を
良
好
な
状
態
に

保
つ
よ
う
、日
常
点
検
･
定
期
点
検
に
努
め
て
い
ま
す
。

4

低
騒
音
舗
装
の
敷
設
や
路
面
補
修

従
来
の
舗
装
材
料
で
は
、
タ
イ
ヤ
と
舗
装
面
と
の
間

に
挟
ま
れ
た
空
気
に
逃
げ
道
が
な
く
、
空
気
の
圧
縮
･

開
放
に
際
し
て
発
生
す
る
音
(エ
ア
･
ボ
ン
ピ
ン
グ
音
)

が
騒
音
源
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
｢低
騒
音
舗

装
｣
は
、
通
常
の
舗
装
材
料
よ
り
も
空
隙
率
の
大
き
い

も
の
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
圧
縮
空
気
を
舗
装
内
部
の

空
隙
に
逃
が
し
、
タ
イ
ヤ
と
舗
装
面
と
の
摩
擦
音
を
抑

え
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
騒
音
低
減
効
果
は
三
踞
程
度

と
さ
れ
て
い
ま
す

(図
3
)
。
こ
の
舗
装
は
、
舗
装
内

部
へ
の
透
水
性

･
排
水
性
を
高
め
る
役
割
も
あ
る
た

め
、
浸
透
水
を
排
出
す
る
た
め
の
排
水
桝
、
防
水
層
な

ど
を
施
工
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
騒
音
低
減
効
果
に

加
え
、
雨
天
時
の
走
行
安
全
性
も
向
上
す
る
の
で
、
運

転
者
側
の
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

5

環
境
施
設
帯
の
整
備

高
速
道
路
の
沿
道
地
域
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、
関
係
住
民
の
協
力
を

得
て
、
車
道
端
か
ら
一
0
~
二
0
m
幅
の
土
地
を
道
路

用
地
と
し
て
取
得
し
、
植
樹
帯
や
歩
道
な
ど
か
ら
な
る

｢環
境
施
設
帯
｣
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

(写

真
5
)。
こ
れ
に
は
、
街
区
を
単
位
と
し
て
都
市
計
画

決
定
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。
環
境
施
設
帯
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
騒
音
･
振
動
の
発
生
源
か
ら
居
住

建
物
ま
で
一
定
の
距
離

粂
工間
)
を
確
保
で
き
、
い
わ

ゆ
る
距
離
減
衰
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
排
出

ガ
ス
の
拡
散
に
よ
る
希
釈
効
果
や
、
日
照
阻
害
の
緩

低 騒 音 舗 装 の 原 理

図3 一般の舗装と排水性舗装

写真5 深川付近環境施設帯 (9号深川線)

和
･
景
観
上
の
改
善
が
見
込
ま
れ
ま
す

(図
4
)。

②

交
通
管
理
上
の
対
策

1

速
度
違
反
車
両
や
重
量
違
反
車
両
の
取
締
り

交
通
の
危
険
防
止
や
道
路
構
造
の
保
全
の
他
、
高
速

走
行
車
両
か
ら
発
生
す
る
騒
音
を
抑
制
す
る
目
的
で
、

無
人
速
度
監
視
装
置

(ス
ピ
ー
ド
チ
ェ
ッ
カ
ー
)
を
設

置
し
、
公
団
と
交
通
管
理
者
が
協
力
し
て
運
用
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
実
際
に
、
装
置
の
前
後
で
は
走
行
車
両

の
速
度
低
下
が
確
認
さ
れ
、
一
定
の
減
音
効
果
が
予
測

計
算
か
ら
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
重
量
車
両
の
高

速
走
行
は
騒
音
･
振
動
を
増
幅
さ
せ
る
要
因
と
も
な
る 図4 環境施設帯の概念図

*癌節慾殺ぎ筏勲も ごし.
′≧

　　　　　　　　　　　　　　　　
一般の舗装 匡鬮園圀菫癬爾
圧鰯された空気か開放されると割こ
音(エアポンヒノク音)が発生する 縦封貞ず漫画で学ぶ舗装工学｣建設園鰹



緘
　

　

た
め
、
特
に
、
重
量
違
反
車
両
に
対
し
て
は
、
軸
重
測

定
設
備

(軸
重
計
等
)
を
活
用
し
た
指
導

･
取
締
り
を

実
施
し
て
お
り
ま
す

(図
5
)。

⑧

沿
道
対
策

1

防
音
工
事
助
成
制
度

道
路
構
造
上
の
対
策
を
実
施
し
て
も
な
お
、
自
動
車

交
通
騒
音
の
障
害
が
著
し
い
住
宅
を
対
象
に
、
防
音
構

造
の
住
宅
に
改
良
す
る
た
め
の
工
事
費
用
の
一
部
を
、

図 5 軸重測定設備の概要

公
団
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。
助
成
制
度
は
昭
和
五
一

昔
の
軽
減
が
著
し
く
困
難
な
住
宅
に
あ
っ
て
は
、
移
転

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
助
成
対
象
住
宅
の
要
件

ま
た
は
除
却
の
工
事
等
に
通
常
要
す
る
費
用
を
、
助
成

と
し
て
、
夜
間
(午
後
一
〇
…
O
O
~
午
前
六
M
O
O
)

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(移
転
助
成
)。

の
自
動
車
交
通
騒
音
値
が
計
算
値
、
実
測
値
と
も
に
六

さ
ら
に
、移
転
助
成
の
対
象
住
宅
の
土
地
に
つ
い
て
、

五
踞

(A
)
(等
価
騒
音
)
以
上
の
居
室
が
あ
り
、
す

公
共
施
設
そ
の
他
公
共
の
利
便
に
供
す
る
施
設
と
し
て

で
に
二
重
窓
な
ど
の
防
音
設
備
を
有
せ
ず
、
昭
和
五
一

利
用
計
画
が
あ
る
と
き
は
、
買
取
る
こ
と
と
し
て
い
ま

年
八
月
一
日
現
在
す
で
に
営
業
開
始
し
て
い
る
路
線
の

す

(跡
地
買
取
り
)。

と
し
て
、
夜
間
(午
後
一
〇
…
O
O
~
午
前
六
M
O
O
)

の
自
動
車
交
通
騒
音
値
が
計
算
値
、
実
測
値
と
も
に
六

五
踞

(A
)
(等
価
騒
音
)
以
上
の
居
室
が
あ
り
、
す

で
に
二
重
窓
な
ど
の
防
音
設
備
を
有
せ
ず
、
昭
和
五
一

年
八
月
一
日
現
在
す
で
に
営
業
開
始
し
て
い
る
路
線
の

沿
道
に
つ
い
て
は
当
該
日
に
、
そ
の
他
の
路
線
に
あ
っ

て
は
営
業
開
始
の
日
に
現
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
助
成
で
き
る
内
容
は
、
所
定
の
限
度
額
の
範

囲
内
で
、
二
重
窓
、
換
気
扇
の
取
付
け
、
壁
改
良
、
冷

房
器
具
の
取
付
け
工
事
で
す

(図
6
)。

2

移
転
助
成
、
跡
地
買
取
り

前
述
の
防
音
工
事
を
実
施
し
て
も
、
自
動
車
交
通
騒

防音サッシへ改良 圓

図 6 防音工事の例

三

今
後
の
騒
音
対
策

平
成
人
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た

｢緊
急
環
境
対

策
事
業
｣
は
、
事
業
年
度
の
延
伸
に
よ
り
、
平
成
一
四

年
度
が
事
業
の
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
高
速
道
路
の

単
独
部
分
や
、
街
路
管
理
者
等
と
の
調
整
･
協
議
が
円

滑
に
進
ん
だ
街
路
併
設
区
間
な
ど
で
は
、
騒
音
対
策
は

順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
し
か
し
反
面
、
対
策
完
了

の
見
通
し
が
つ
か
な
い
箇
所
や
、
各
種
対
策
を
実
施
し

て
も
ま
だ
目
標
値
を
達
成
す
る
こ
と
が
難
し
い
箇
所
も

存
在
し
て
い
ま
す
。
平
成
一
五
年
度
以
降
の
騒
音
対
策

を
検
討
す
る
上
で
は
、
こ
の

｢緊
急
環
境
対
策
事
業
｣

の
効
果
検
証
･
分
析
･
評
価
が
必
要
で
あ
り
、
対
策
前

後
の
実
測
値
の
比
較
分
析
、
沿
道
地
域
や
交
通
環
境
の

変
動
な
ど
を
的
確
に
把
握
し
、
費
用
対
効
果
の
観
点
か

ら
適
切
に
評
価
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
公
団
と
し
て

は
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
後
の
騒
音
対
策

に
つ
い
て
の
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

定位置感知器
(ブース手前に2~3本設置)

軸重計 (検出部 :載商板)
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萱
榊
高
邁
週
騰
⑭
鋼
製
精
鬮
損
傷
部
◎

点
検
に
つ
い
て

首
都
高
速
道
路
公
団
保
全
施
設
部
保
全
技
術
課

首
都
高
速
道
路
は
総
延
長
約
二
七
四
如
、
一
目
の
通
行

台
数
約
一
一
六
万
台
と
い
う
首
都
圏
の
大
動
脈
で
あ
り
、

首
都
圏
の
経
済
、
産
業
や
生
活
を
支
え
る
道
路
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
構
造
物
の
経
過
年
数
は
、
昭
和

三
七
年
に
開
業
し
た
区
間
が
約
四
〇
年
を
経
過
し
、
三
〇

年
以
上
経
過
し
た
路
線
が
約
九
○
如
と
全
体
の
約
三
分
の

一
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
長
期
間

過
酷
な
交
通
下
で
利
用
さ
れ
て
き
た
結
果
、
鋼
製
橋
脚
の

隅
角
部
な
ど
に
損
傷
が
発
生
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
対
策

を
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
今
後
維
持
管
理

の
基
本
で
あ
る
点
検
の
役
割
が
益
々
重
要
に
な
っ
て
い

る
。首

都
高
速
道
路
に
お
け
る
点
検
は
大
き
く
三
つ
に
分
類

さ
れ
る
。
第
一
に
は
高
速
道
路
上
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
及

び
高
架
下
か
ら
の
目
視
点
検
を
行
う
日
常
点
検
で
あ
る
。

こ
の
点
検
の
目
的
は
早
期
に
構
造
物
の
著
し
い
損
傷
や
舗

装
、
伸
縮
部
な
ど
の
路
面
上
の
大
き
な
変
状
を
発
見
し
、

交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
る
。
第

二
に
は
毎
年
実
施
す
る
定
期
点
検
で
あ
る
。
こ
の
定
期
点

検
は
首
都
高
速
の
各
路
線
ご
と
に
策
定
し
た
点
検
計
画
に

基
づ
き
、
原
則
的
に
五
年
に
一
回
各
路
線
に
対
し
て
実
施

す
る
。
こ
の
点
検
は
構
造
物
に
接
近
し
て
行
な
う
目
視
点

検
を
主
体
と
し
て
お
り
、
塗
装
塗
り
替
え
時
な
ど
に
設
置

し
た
仮
設
足
場
や
橋
梁
点
検
車
を
用
い
て
行
な
う
。
目
視

点
検
の
結
果
、
塗
膜
わ
れ
や
変
状
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

検
査
機
器
を
用
い
て
構
造
物
の
健
全
度
を
調
査
す
る
。
第

三
に
は
臨
時
点
検
で
あ
る
。
こ
の
点
検
は
地
震
、
台
風
、

交
通
事
故
や
今
回
の
鋼
製
橋
脚
隅
角
部
の
よ
う
に
新
た
な

損
傷
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
、
同
種
の
損
傷
が
他
に
も
存

在
し
な
い
か
を
短
期
間
に
調
査
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。
供
用
年
数
が
三
〇
年
以
上
経
過

し
た
首
都
高
速
の
構
造
物
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ら
の
点
検
の
役
割
が
今
後
益
々
重
要
と
な
っ
て

く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
鋼
製
橋
脚
隅
角
部
の
損
傷
の
発
見
経
緯
と
そ
の

後
実
施
し
た
臨
時
点
検
、
詳
細
監
視
方
法
及
び
応
急
的
に

実
施
し
た
対
策
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
最
初
に
隅
角
部
の

損
傷
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
三
号
渋
谷
線
の
池
尻
付
近
を

定
期
点
検
し
た
時
で
あ
り
、
仮
設
足
場
を
用
い
た
接
近
目

視
に
よ
り
溶
接
部
の
塗
膜
わ
れ
と
錆
汁
が
発
見
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
磁
粉
探
傷
試
験

(M
T
)
を
行
っ
た
結
果
、
写

真
-
に
示
す
よ
う
な
磯
粉
指
示
模
様
が
検
出
さ
れ
た
。
磁

粉
探
傷
試
験
と
は
鋼
材
表
面
に
微
細
な
損
傷
が
存
在
す
る
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-か
ど
う
か
を
調
べ
る
代
表
的
な
方
法
で
、
図
1
に
示
す
よ

う
に
、
先
ず
調
査
す
る
溶
接
部
の
塗
装
を
剥
が
し
た
後
、

電
磁
石
に
よ
り
構
造
物
に
強
い
磁
界
を
発
生
さ
せ
、
そ
こ

に
蛍
光
磁
粉
液
を
散
布
す
る
。
そ
の
時
き
裂
が
あ
れ
ば
損

傷
に
沿
っ
て
蛍
光
磁
粉
が
集
ま
り
、
特
殊
な
光

(ブ
ラ
ッ

ク
ラ
イ
ト
)
を
当
て
る
こ
と
に
よ
り
、
磁
粉
指
示
模
様
が

現
れ
、
損
傷
が
検
出
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
今
回

発
見
さ
れ
た
損
傷
は
肉
眼
で
は
確
認
し
づ
ら
い
ほ
ど
微
細

な
も
の
が
多
く
、
磁
粉
探
傷
試
験
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
る

も
の
が
大
半
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
三
号
渋
谷
線
池
尻
付
近
の
損
傷
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
隅
角
部
を
有
す
る
鋼
製
橋
脚
約
二
、
0
0

0
基
に
つ
い
て
磯
粉
探
傷
試
験
に
よ
る
臨
時
点
検
を
実
施

し
た
。
臨
時
点
検
の
目
的
は
、
隅
角
部
に
損
傷
が
存
在
す

る
か
の
早
期
把
握
で
あ
り
、
検
査
範
囲
は
、
隅
角
部
の
角

部
か
ら
両
端
約
二
〇
〇
獅
を
対
象
と
し
た
。
但
し
、
磁
粉

指
示
模
様
が
そ
の
範
囲
を
超
え
る
場
合
は
、
検
査
範
囲
を

適
宜
拡
大
し
て
実
施
し
た
。
な
お
、
こ
の
臨
時
点
検
は
、

首
都
高
速
道
路
の
立
地
条
件
上
、
国
道
等
の
主
要
幹
線
道

路
を
車
線
規
制
し
て
の
点
検
と
な
る
こ
と
か
ら
、
昼
間
の

交
通
渋
滞
を
避
け
る
た
め
、
夜
間
規
制
帯
を
設
置
し
た
機

械
足
場
上
で
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
約
五
六
〇
基
に
磁
粉

指
示
模
様
が
検
出
さ
れ
た
。
磁
粉
指
示
模
様
に
は
微
小
な

も
の
か
ら
長
さ
三
〇
脚
以
上
の
も
の
ま
で
含
ま
れ
て
い

る
。
検
査
の
記
録
と
し
て
は
、
隅
角
部
毎
に
指
示
模
様
長

さ
、
発
生
位
置
等
を
記
録
し
、
そ
の
後
実
施
す
る
追
跡
調

査
、
補
修
補
強
及
び
維
持
管
理
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
に

整
理
し
て
い
る
。

損
傷
が
発
見
さ
れ
た
構
造
物
の
安
全
対
策
と
し
て
は
、

磁
粉
指
示
模
様
三
0
m
以
上
の
約
二
五
〇
基
に
対
し
て
常

設
足
場
を
設
置
し
、
詳
細
監
視
を
実
施
し
て
い
る
。
詳
細

監
視
の
内
容
と
し
て
は
、
磯
粉
探
傷
試
験
を
用
い
た
損
傷

長
さ
の
監
視
、
樺
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
を
用
い
て
損
傷
部
を
削

る
こ
と
に
よ
る
損
傷
深
さ
の
調
査
、
超
音
波
探
傷
試
験
を

用
い
た
溶
接
内
部
の
調
査
、
隅
角
部
に
作
用
す
る
応
力
頻

度
の
計
測
等
で
あ
る
。
ま
た
、
早
期
に
対
策
が
必
要
と
判

蛍光磁粉液散

図 1 磁粉探傷試験



図2 応急手当て板補強概念図

損
傷
発
生
の
原
因
究
明
と
補
修

･
補
強
方
法
に
関
し
て

は
、
現
在
、
国
の
研
究
機
関
、
大
学
等
の
専
門
家
及
び
他

公
団
の
参
画
を
得
て
｢鋼
製
橋
脚
補
修
検
討
委
員
会
｣
を

設
置
し
検
討
中
で
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
検
討
結
果
と
し

て
、
損
傷
の
原
因
は
供
用
年
数
が
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
と

古
い
路
線
が
多
く
な
っ
た
こ
と
、
車
両
の
大
型
化
及
び
重

量
超
過
車
両
等
の
通
行
に
よ
り
構
造
物
へ
の
負
荷
が
蓄
積

し
た
こ
と
等
に
よ
り
損
傷
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
大
型
車
累
積
交
通
量
と
磯
粉
指
示
模
様
の
発

生
率
の
関
係
を
整
理
し
た
結
果
、
累
積
大
型
車
交
通
量
が

多
い
都
心
環
状
線
や
東
名
高
速
と
直
結
す
る
三
号
渋
谷
線

で
発
生
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

最
後
に
、
今
後
も
お
客
様
に
安
心
し
て
首
都
高
速
道
路

を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
今
回
の
鋼
製
橋
脚
隅

角
部
の
損
傷
の
知
見
を
生
か
し
点
検
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

断
さ
れ
た
一
六
基
に
つ
い
て
は
、
図
2
に
示
す
よ
う
に
隅

角
部
に
作
用
す
る
応
力
の
低
減
を
目
的
と
し
て
、
当
て
板

ボ
ル
ト
補
強
工
法
な
ど
に
よ
り
応
急
対
策
を
実
施
し
た
。

応
急
対
策
を
実
施
し
た
後
、
そ
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め

に
、
対
策
前
後
で
三
五
t
試
験
車
の
走
行
に
よ
る
応
力
測

定
及
び
実
交
通
荷
重
に
よ
る
応
力
頻
度
計
測
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
対
策
後
の
応
力
は
対
策
前
の
約
五
0
%

に
低
減
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

76 1首矛〒セ 20n2 6
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蘭
迩
鬮
醐
醒
圓
遭
難
◎
轡
團
$
轡
離
鬮
◎
顱
組
み
状
況
;
忙
廳
性
騰
滕
烋怯蘇膝藤蜂
性
性
性
韮

,

顫
翻
鬮
纖
週
朧
◎
嚢
週
轡
鬮
シ
ス
テ
箋

…
安
全
で
快
適
な
走
行
の
た
め
に
…

阪
神
高
速
道
路
公
団
業
務
部
交
通
管
制
課

一

交
通
管
制
の
目
的

都
市
が
発
達
す
る
に
つ
れ
人
や
物
の
流
動
が
増
大
す
る

と
、
生
活
や
経
済
を
支
え
る
高
速
道
路
の
役
割
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
関
西
都
市
圏
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る
阪
神

高
速
道
路
は
、
営
業
路
線
が
平
成
一
〇
年
初
頭
に
は
一
六

路
線
二
二
一
･
二
蝿
に
達
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
交
通

需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
渋
滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
渋
滞

が
発
生
す
る
と
道
路
の
交
通
処
理
能
力
が
低
下
し
、
利
用

者
は
時
間
的
損
失
を
受
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
走
行
の
安

全
性
や
快
適
性
も
阻
害
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
阪
神
高
速
で
は
、
優
れ
た
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
道
路
の
機
能
を
最
大
に
発
揮
さ
せ
、
常
に
円
滑
な

交
通
流
を
維
持
す
る
た
め
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。

二

交
通
管
制
シ
ス
テ
ム

交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
は
、
交
通
流
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

情
報
を
、
車
両
検
知
器
を
は
じ
め
と
し
、
他
の
各
種
シ
ス

テ
ム
か
ら
の
情
報
も
あ
わ
せ
て
中
央
処
理
装
置
に
集
約
し

て
処
理
編
集
を
行
い
、
情
報
提
供
す
る
も
の
で
す
が
、
大

き
く
分
け
て
次
の
三
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

イ

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
交
通
の
分
散
な
ど
を

図
る
た
め
の
交
通
情
報
提
供

ロ

事
故
･
故
障
な
ど
の
不
測
の
事
態
に
迅
速
に
対
応

し
て
、
す
み
や
か
に
正
常
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め

の
交
通
管
理
の
支
援

ハ

適
正
な
交
通
流
を
促
す
流
入
制
御

1

情
報
収
集

車
両
検
知
器
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
、
車
両
番
号
読
取
装

置

(A
V
I
)
等
を
設
置
し
、
道
路
情
報
の
収
集
を
行

っ
て
い
ま
す

(写
真
1
~
3
)。

写真 1 車両検知器



@他饑閲情報
鱒寮･国土交通省
その他

◎他機関による情報提供
藍國国鴎 (鷲醸･日本運路公園

、 、 ~ その他 、
　 　 　　　　　　　　

　　　　　　　　　　 　　　　
＼ ＼ / 、 ン 一

　　 　　
　　　　 　　　

　　　　　 　　　　　　 　　　　
@ (財)道路交通情報センター
(ラジオ･テレビ･インターネット)

交通管制システムの全体構成図

写真 2 テレビカメラ

写真 3 A V l



2

情
報
処
理

得
ら
れ
た
情
報
を
中
央
処
理
装
置
に
集
約
し
て
処
理

編
集
を
行
い
ま
す
。
中
央
処
理
装
置
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
、
管
制
パ
ネ
ル
、
管
制
卓
よ
り
構
成
さ
れ
、
情
報
を

処
理
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
、
中
央
処
理
装
置
二
台
、

副
処
理
装
置
一
八
台

(う
ち
待
機
系
五
台
)
の
計
二
〇

台
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す

(写
真
4
)。

を

み

3

情
報
提
供

文
字
情
報
板
、
図
形
情
報
板
、
所
要
時
間
表
示
板
、

道
路
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
道
路
情
報
ラ
ジ
オ
、
自
動
電

話
案
内

(大
阪
地
区

･
兵
庫
地
区

･
英
語
)、
F
A
X

に
よ
る
道
路
交
通
情
報
、
V
I
C
S
等
で
道
路
交
通
情

報
を
提
供
し
て
い
ま
す
(写
真
5
5
9
)。
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写真 6 図形情報板

写真7 所要時間表示板
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燕
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写真 8 道路情報ターミナル


